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����　開庁日：午後２時30分までに環境課へ。閉庁日：市役所（�
31-2121）へ。※持ち込みの場合は、開庁日の午前９時から午後５時（正
午から午後０時45分を除く）に環境課へ　�������　飼い犬の
場合は、犬の鑑札と最新年度の狂犬病予防注射済票（引き取り、持ち
込みとも）　�����　�����午後３時30分から５時15分までに、
職員が引き取りに伺います/�����土・日曜日の場合は、月曜日の午
後２時30分から４時までに引き取りに伺います。長期休日（大型連休ま
たは年末年始など）の場合は、別途広報でお知らせします　���　飼
い主のいる動物大型犬等１匹3,000円／中型犬等１匹2,500円／小型犬等
１匹2,000円  ※飼い主のいない動物は無料です。
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　県では犬や猫の引き取り制度を実施しています。やむを得ず飼えな
くなった動物は、絶対捨てずに、この制度をご利用ください。
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市
内
全
域
の
道
路
・

公
園
・
広
場
な
ど
の
公

共
の
場
所
で
は
、
歩
行

中
や
自
転
車
に
乗
車
中

の
喫
煙
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

歩
行
中
の
喫
煙
は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
や

た
ば
こ
の
火
に
よ
る
や
け
ど
、
ま
た
衣
服
を

焦
が
し
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

喫
煙
さ
れ
る
か
た
は
、
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守

り
、
周
り
の
人
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
携
帯
用
灰
皿
」
を
常
に
携
帯
す
る

な
ど
、
歩
行
喫
煙
を
し
な
い
マ
ナ
ー
を
実
践

し
て
く
だ
さ
い
。
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海
岸
・
河
川
・
公
園
・
広
場
な
ど
の
公
共

の
場
所
で
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
な

ど
を
投
げ
捨
て
た
り
、
放
置
す
る
こ
と
を
禁

止
し
ま
す
。
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潮
芦
屋
ビ
ー
チ
周
辺
は
「
花
火
等
禁
止
区

域
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
終
日
、
花
火
等

を
禁
止
す
る
区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
市
内
全
域
の
海
岸
・

河
川
・
公
園
・
広
場
な
ど
の
公
共
の
場
所
で
、

夜
間（
午
後
九
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
）は
花

火
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

禁
止
す
る
花
火
は
、「
火
薬
類
等
取
締
法
」

第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る『
玩
具
花
火
』の

う
ち
、次
の
花
火
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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※
な
お
、
線
香
花
火
・
へ
び
玉
な
ど
は
、禁
止

　

対
象
外
で
す
。
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犬
の
飼
い
主
な
ど
は
、道
路
・
公
園
・
広
場

な
ど
の
公
共
の
場
所
で
散
歩
や
運
動
さ
せ
る

時
は
、常
に
鎖
な
ど
で
制
御
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、道
路
・
公
園
・
広
場
な
ど
の
公
共
の

場
所
で
ふ
ん
を
排
泄
し
た
場
合
は
、
そ
の
ふ

ん
を
回
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

散
歩
や
運
動
さ
せ
る
と
き
は
、
ふ
ん
を
回

収
す
る
容
器
な
ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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道
路
・
公
園
・
広
場
な
ど
の
公
共
の
場
所
や

他
人
が
所
有
す
る
建
築
物
な
ど
に
落
書
き
を

す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

　�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
等
の
容
器
に
収
納
し

た
飲
食
物
を
自
動
販
売
機
に
よ
り
販
売
す
る

事
業
者
は
、
回
収
容
器
を
設
置
し
、
そ
の
容

器
を
適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
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道
路
・
公
園
・
広
場
な
ど
の
公
共
の
場
所
で

夜
間
花
火
を
し
た
者
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や

空
き
缶
な
ど
を
ポ
イ
捨
て
し
た
者
、
鎖
な
ど

で
制
御
し
な
い
・
ふ
ん
を
回
収
し
な
い
犬
の

飼
い
主
、
落
書
き
を
し
た
者
に
対
し
て
は
、

そ
の
行
為
の
中
止
な
ど
を
勧
告
ま
た
は
命
令

を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
者
に
は
十

万
円
以
下
の
罰
金
を
科
し
ま
す
。

�������	����

　特に人通りが多く歩行喫煙によるやけどなどの危険性が高く、受動
喫煙やたばこの煙の臭気などで迷惑となる地区を、地元自治会などと
協議し、ＪＲ芦屋駅周辺を「喫煙禁止区域」に指定しています。喫煙禁
止区域内では、歩行喫煙はもちろん、喫煙指定場所以外での喫煙を禁
止します。喫煙は、必ず「喫煙指定場所」でお願いします。
※違反した場合は、過料2,000円を科します。
�������	��������	
��
����

　６月１日から、喫煙禁止区域内６カ所に設置していた「喫煙指定場
所」が、ＪＲ芦屋駅北側２階のペデストリアンデッキ１カ所のみにな
りました。皆さんのご協力をお願いします。
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こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
し
、
啓
発
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
各

自
治
会
か
ら
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
か
た
を
、

美
化
推
進
員
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

歩
行
喫
煙
の
防
止
等
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、

美
化
推
進
員
と
連
携
し
て
、清
潔
で
安
全
・
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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「
芦
屋
市
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
で
、
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
育
お

よ
び
管
理
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

ふ
ん
尿
、
鳴
き
声
な
ど
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
て
い
な
い
か
点
検
し
、
マ
ナ
ー
を
守
っ

た
飼
い
方
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

猫
は
、
家
の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
猫
を
外
に
出
す
こ
と
で
、
他
の
猫
と
の

け
ん
か
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
伝
染
病
に
感
染

し
た
り
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
す
る
機
会

を
増
や
し
ま
す
の
で
、
飼
い
猫
の
た
め
に
も

屋
内
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
収
集
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
回
収
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
」
開
始
以
降
に
販
売

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
に
は
、「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ

ク
ル
」
マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
り
、
消
費
者

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
」
開
始
以
前
に
購
入

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、「
回
収
再
資
源
化

料
金
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
料
金
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
回
収
の
申
し
込
み
時
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

①
処
分
し
た
い
パ
ソ
コ
ン
の
製
造
・
販
売

　

メ
ー
カ
ー
に
回
収
を
申
し
込
み
ま
す
。

　

※
各
社
申
込
受
付
窓
口
は
、
メ
ー
カ
ー

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
公
開
さ
れ
て

　

家
電
製
品
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
）・
洗
濯
機
（
衣
類

乾
燥
機
）
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
粗
大
ご
み
と
し

て
市
で
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
リ
サ
イ
ク
ル
家
電
を
処
分
す
る

場
合
は
、
販
売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

引
き
取
り
に
は
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金（
左

表
）
が
か
か
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
り

料
金
の
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

セ
ン
タ
ー
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
買
い
換
え
以
外
で
も
、
家
電
の

引
き
取
り
を
し
て
く
れ
る
お
店
（
下
表
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
家
電
を

処
分
す
る
際
に
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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 　　　　　　　　　　　　（平成22年３月現在）となります。
　　　　　　　　　　　　取り外し・持ち出し等は、別途料金がかかります。
※事務手続き（リサイクル料金の支払い・リサイクル券の記入）も同時にしてくれます。
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い
ま
す
。

　

※
回
収
す
る
メ
ー
カ
ー
が
な
い
パ
ソ
コ

　
　

ン
（
自
作
の
パ
ソ
コ
ン
、
倒
産
し
た

　
　

メ
ー
カ
ー
・
事
業
撤
退
し
た
メ
ー

　
　

カ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）は
、「
パ
ソ

　
　

コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
」が
有
償
で
回

　
　

収
・
再
資
源
化
し
ま
す
。

②
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
専
用
の「
ゆ
う
パ
ッ

　

ク
伝
票
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。
処
分
し

　

た
い
製
品
を
梱
包
し
、送
付
さ
れ
た「
ゆ

　

う
パ
ッ
ク
伝
票
」
を
見
や
す
い
場
所
に

　

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
寄
り
の
郵
便
局
に

　

持
参
す
る
か
、「
ゆ
う

　

パ
ッ
ク
伝
票
」に
記
載

　

さ
れ
て
い
る
連
絡
先

　

の
郵
便
局
に
電
話
し
、

　

集
荷
日
時
を
決
め
て

　

く
だ
さ
い
。

※
集
荷
時
に
は
、
立
ち
会

　

い
が
必
要
で
す
。
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パ
ソ
コ
ン
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日

か
ら
、「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」に
基
づ

い
て
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
、
部
品
や
材
料

を
再
資
源
化
す
る「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
」を

し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
本
体
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式

ま
た
は
液
晶
式
）・
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
パ
ソ
コ

ン
の
処
分
は
、
製
造
・
販
売
メ
ー
カ
ー
へ

の
、
回
収
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
っ
て
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　「特定家庭用機器再商品化法」（家電リサイ
クル法）により、上記の家電製品は小売業者に
よる引き取り、または製造業者などによる再
商品化が義務付けられています。

�����
　販売店に引き取り義務があるのは、過去に
販売した製品と買換え時の下取りをする場合
ですが、兵庫県においては、兵庫県電機商業
組合加盟小売店が、それ以外の製品の引取り
をする「兵庫方式」が制度化しています。

������
　本市では、「兵庫方式」で処理をしています
ので、市では処理ができません。また、廃棄
と購入を別々にしますと料金が高くなります。
　廃棄をする前にお問い合わせいただいた上
で、手続きされることをお勧めします。

　

ご
み
出
し
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
出
さ
れ

た
ご
み
は
、「
不
法
投
棄
」
と
な
り
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
警
察
の
取
り
締
ま

り
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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最
近
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
の
中
か

ら
、�
間
違
い
や
す
い
ご
み
の
出
し
方�
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
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　�
燃
や
す
ご
み
の
日�
に
、
出
し
て
く
だ

さ
い
。
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大
き
さ
に
関
係
な
く
、�
そ
の
他
燃
や

さ
な
い
ご
み
の
日�
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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家
電
量
販
店
な
ど
の�
回
収
ボ
ッ
ク
ス�

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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袋
に
入
れ
て
、�
燃
や
す
ご
み
の
日�
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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処
分
可
能
な
業
者
に
よ
る
、
有
料
で
の

処
分
と
な
り
ま
す
。
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中
身
を
す
べ
て
出
し
切
り
、
穴
を
空
け
、

�
そ
の
他
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
日�
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
身
で
中
身
を
処
分
で
き
な
い
場
合

は
、
処
分
が
可
能
な
業
者
に
よ
る
有
料
で

の
処
分
と
な
り
ま
す
。
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処
分
可
能
な
業
者
に
よ
る
、
有
料
で
の

処
分
に
な
り
ま
す
。
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本
市
で
は
、
一
人
一
日
の�
家
庭
系
ご
み
排
出
量�
を
、
環
境

省
の「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
」を
採
用
し
、平
成
十

二
年
度
を
基
準
年
度
と
し
た
排
出
量
八
百
グ
ラ
ム
か
ら
二
十
％

削
減
し
、六
百
四
十
グ
ラ
ム
と
す
る
平
成
二
十
二
年
度
の
目
標

に
立
て
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、二
十
一
年
度
で
六
百
三
十
六
グ

ラ
ム
と
な
り
、目
標
以
上
の
削
減
排
出
量
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

次
回
の「
一
般
廃
棄
物
基
本
計
画
」を
改
訂
す
る
時
に
は
、新

た
な
削
減
目
標
値
を
設
定
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市
内
か
ら
発
生
し
た
ご
み
は
、�
�
�
�
（
繰
り
返
し
使
う
）、

�
�
�
�
�
（
資
源
と
し
て
使
う
）を
行
な
い
、
最
終
的
に
は
、

焼
却
処
理
を
し
て
い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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会
社
や
店
舗
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る�
事
業
系
ご
み�
は
、「
廃
棄

物
処
理
法
」で
、事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
す
る
よ
う
、
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
責
務
と
し
て
、
ご
み
の
排
出
抑
制
を
す
る
と
と
も

に
、
事
業
者
が
有
価
物
を
回
収
業
者
に
直
接
売
却
す
る
な
ど
、

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

　

ご
み
の
大
小
・
多
少
を
問
わ
ず
、家
庭
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
投
入
口
に
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
（
受
入
基
準
適
合
物
）

か
、
市
に
登
録
を
し
て
い
る
許
可
業
者
に
運
搬
委
託
を
し
て
、

適
正
に
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
は
専
門

の
業
者
に
よ
る
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
持
ち
込
む
時
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　燃えるごみは、全
連続燃焼式ストーカ
炉で、24時間連続し
て焼却しています。
　法律による規制値
および「公害防止協
定」（芦屋浜自治会連
合会と締結）による
基準値を遵守し、公
害防止に万全を期し
ています。

����
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　ごみ焼却量の18％
が、灰になります。
　灰は大阪湾広域臨
海環境整備センター
に運搬し、海に埋め
立てるなど、処理を
します。
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　選別せず、再生工場へ
��������	
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　そのまま再生工場へ
�������	
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　アルミとスチールに分けて、
再生工場へ
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　色別に分けて、再生工場へ
�������	
���

�������	�

　鉄類等に分け、再生工場へ

　再生可能な家具類
と自転車を、リユー
スフェスタで展示し
ています。申し込み
が多い場合は抽選に
なります。
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���　６月25日～27日・午前10時～正午・
午後１時～４時（＊27日は午後３時まで）　
���　環境処理センター　�����　
持参のはがきに、１世帯（市内在住）につき、
家具類・自転車各類ごとの１品目を記入し、
担当へ※重複・代理等の申し込みは不可　
�����　７月10日（土）・11日（日）

� �

� �

�������������������

　市内で捨てられる“燃やすごみ”では紙･布類が一番多く、
全体の約48％を占めています。しかし、その中に缶などの
“燃やさないごみ”が約６％も混入しています｡
　また、“燃やさないごみ”の中にも、収集品目以外の物が捨
てられているため、選別処理に大変困っています。
�������������	
��
�����
　それぞれの収集日には、間違いのないように分別し、ごみ
を出すようにしてください。
　捨てれば『ごみ』ですが、リサイクルすれば『資源』です。
ごみを捨てる前に、もう一度『使う工夫』ができないかどう
かを考えてみてください。
　ごみの減量化・再資源化に、市民の皆さんの、さらなる
ご協力をお願いします。
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10.00 4.10 � � � �
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��47（53）43（51）��������	
��

��53（59）49（57）��������	
����

��47（56）46（53）��������	
���

��44（45）40（41）��������	
���
�

＊（　）内は、周辺の道路騒音等（外乱）を含む数値
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　空前のペットブームと言われれている昨今ですが、可愛がっ
ていたはずの犬や猫を「もう飼えなくなった」といって手放して
しまう、身勝手な飼い主の存在も目立ってきています。
�������	�
��
�

■引っ越しや離婚
■飼い主の病気や死亡、老人施設への入居
■犬のかみ癖（人や他の犬に対して）
■犬の無駄吠えによる、近隣からの苦情
■家族の動物アレルギー
■ペット禁止マンションでのトラブル
■ペットの高齢化による介護の負担
　一時の気まぐれや思いつきで安易に飼い始めるのではなく、
本当に最後まで飼うことができるのかを家族全員でしっかりと
考えてから、犬種特性なども検討し、自分たちに合ったペット
を選びましょう。また犬をしっかりコントロールできるように、
しつけ方の勉強をすることも大切です。
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因
は
ま
だ
よ
く

わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

地
球
上
に
は
、

動
物
・
植
物
・
昆

虫
や
魚
・
鳥
・
微

生
物
に
い
た
る

三
千
万
種
も
の

生
き
物
が
、
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
は
一
つ
の
細
胞
か
ら
出
発
し
た
そ
の
多

様
な
生
物
種
は
、
生
命
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

食
物
連
鎖
や
共
生
な
ど
の
関
係
を
保
ち
な
が

ら
、
生
態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
球
上
の
多
種
多
様
な

生
き
物
の
つ
な
が
り
を
、「
生
物
多
様
性
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
類
の
生
活
や
生
存
は
、
こ
の
生

物
の
多
様
性
を
「
資
源
」
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
物
の
多
様
性
は
、
私
た
ち
の
病
気
を
治

し
、
食
糧
を
供
給
し
、
産
業
に
必
要
な
原
料

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

起
因
す
る
現
在
の
環
境
破
壊
や
地
球
温
暖
化

な
ど
で
自
然
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
れ
ば
、

生
物
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
い
つ
か
は
人
間

の
生
存
を
脅
か
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
歴
史
上
、
持
続
可
能
な
限
度
を
超
え
て

自
然
を
破
壊
し
た
た
め
に
衰
退
・
滅
亡
し
た

文
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、

私
た
ち
の
努
力
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
国
連
が
定
め
た「
国
際
生
物
多
様

性
年
」で
あ
り
、十
月
に
は
名
古
屋
市
で
生
物

多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

　

）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

10
　

Ｃ
Ｏ
Ｐ　

で
は
、世
界
約
一
九
〇
カ
国
か

10

ら
約
七
千
人
が
、生
物
の
多
様
性
の
保
全
・
生

物
多
様
性
の
構
成
要
素
の
持
続
可
能
な
利

用
・
遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の

公
正
で
衡
平
な
配
分
な
ど
を
テ
ー
マ
に
会
議

を
行
い
ま
す
。

　

蜜
を
求
め
て
花
の
中
を
飛
び
回
る
ミ
ツ
バ

チ
た
ち
。
野
菜
や
果
物
の
受
粉
の
た
め
に
も

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。　

し
か
し
、

最
近
、
こ
の
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
が
突
然
い
な
く

な
る
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
す
が
、
原

�
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地
球
上
で
は
、
乱
獲
・
開
発
な
ど
に
よ
る

生
息
地
の
破
壊
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

外
来
種
に
よ
る
影
響
・
環
境
汚
染
・
地
球
温

暖
化
等
の
人
間
活
動
に
よ
り
、
一
年
間
に
四

万
種
、
一
日
に
百
種
以
上
の
種
が
絶
滅
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　�
�
�
�
�
�
�
�

　

日
本
は
、
面
積
の
約
七
割
が
森
林
と
い
う
、

先
進
国
の
中
で
も
自
然
の
豊
か
な
国
の
一
つ

で
す
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
自

然
破
壊
や
公
害
や
海
岸
線
・
干
潟
の
埋
め
立

て
な
ど
に
よ
り
、
野
生
生
物
の
生
育
地
が
減

少
し
、
ま
た
農
林
業
の
低
迷
や
過
疎
化
に
よ

る
里
山
や
農
地
の
荒
廃
や
減
少
、
ま
た
外
来

生
物
に
よ
り
以
前
は
身
近
に
あ
っ
た
水
田
や

草
原
・
雑
木
林
な
ど
に
暮
ら
す
生
物
が
、
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

　

逆
に
農
林
業
に
被
害
を
も
た
ら
す
シ
カ
の

増
加
な
ど
は
、
木
の
樹
皮
な
ど
を
食
べ
木
を

枯
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
希
少
な
植
物
を

食
べ
る
な
ど
、
他
の
動
植
物
へ
の
影
響
も
大

き
く
、
こ
れ
も
生
態
系
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

て
い
ま
す
。
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本
市
で
も
、
絶
滅
し
た
り
激
減
し
た
動
植

物
が
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
メ
ヒ
カ
ゲ
と
い
う
美
し
い
チ
ョ
ウ
は
、

乱
獲
に
よ
り
、
本
市
で
は
絶
滅
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
い
う
植
物
は
、
震

災
の
影
響
で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仲
ノ
池
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
外

来
魚
の
増
加
で
、
在
来
種
の
魚
・
水
棲
生
物

な
ど
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

ま
た
六
甲
山
地
に
は
絶
滅
危
惧
種
も
多
く
、

生
態
系
を
守
る
取
り
組
み
が
急
が
れ
ま
す
。
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本
市
に
は
六
甲
山
や
芦
屋
川
、
潮
芦
屋

ビ
ー
チ
を
は
じ
め
、
公
園
な
ど
自
然
に
触
れ

る
場
所
が
身
近
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
や
図
鑑
を
手
に
、
身
近
な
自
然
に

触
れ
、
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
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最
近
で
は
、
食
品
や
商
品
が
生
物
多
様
性

に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
や
制

度
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

資
源
の
利
用
の
た
め
に
も
、
商
品
や
原
材
料

が
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た

の
か
を
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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山
で
採
っ
た
野
草
や
昆
虫
が
絶
滅
危
惧
種

だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

動
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
外
来
生
物

法
に
よ
り
飼
育
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
産
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
際
に
は
、

そ
の
生
態
を
理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て
最
後

ま
で
可
愛
が
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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　市では、不幸な猫をこれ以上増やさず、地域での猫のトラ
ブルを軽減していく方策の１つとして、飼い主のいない猫
に不妊手術を実施する（ＴＮＲ）活動に、昨年度から助成を

行っています。
　不妊手術を行うことにより、
繁殖制限をするだけでなく、発
情期の激しい鳴き声や、メスや
テリトリーをめぐってのけんか
も解消するほか、未去勢のオス

によるマーキングの減少という効果もあります。
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①電話で、下記へ申し込む　
②現場の確認と生息頭数の調査を実施
③状況により、捕獲前の準備（餌付け）が必要な場合あり
④頭数に応じた捕獲器を設置　　
⑤病院への搬送と手術の実施
⑥病院から搬送し、元の場所へ戻す
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　市では、環境問題をはじめとして、
さまざまなメニューをご用意して、
「出前講座」を受け付けています。
　地域でのグループ学習会などに、
お気軽にご活用ください。
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